


３． 業績予想と実績の差異及び業績予想修正の理由 

（１）2026 年３月期第２四半期（中間期）の業績予想値と実績値との差異の理由 

売上高につきましては、国内事業では輸出向けの印刷用紙とパルプ、海外事業では情報用紙におい

て想定よりも販売数量が減少し、業績予想を下回ることとなりました。 

営業利益・経常利益につきましては、原燃料価格安等はあったものの、販売数量の減少や老朽化に

よる設備トラブル等により業績予想を下回ることとなりました。 

親会社株主に帰属する中間純利益につきましては、営業利益の下振れはありましたが、下期に織り

込んでいた政策保有株式の縮減に伴う投資有価証券売却益の計上により、業績予想を上回ることとな

りました。ドイツ連結子会社の希望退職に伴う特別損失は当初業績予想に織り込んでいたので大きな

差異はありません。 

 

 （２）2026 年３月期通期業績予想修正の理由 

2026 年３月期通期の業績予想について、当中間期の業績と今後の動向を踏まえ、上記の通り修正致

します。需要動向や原燃料価格の趨勢については概ね現状からの継続を想定し、八戸工場の修理点検

費用やドイツ連結子会社の収益の改善を織り込んでおります。親会社株主に帰属する当期純利益につ

きましては、政策保有株式の縮減に伴う投資有価証券の売却を予定しており、当初の予想を据え置い

ております。 

 

   

（注）上記の予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業

績は今後様々な要因によって異なる結果となる可能性があります。 
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